


























































































































































          論文審査の結果の要旨及び担当者 
  報告番号   ※甲乙第      号   氏      名   中嶋 紀世生 
  論文審査担当者 
   主    査  増田  聡 
  第一副査  高浦 康有 
  第二副査  西出 優子 
 （博士論文の題名） 
持続可能な地域運営体制の構築 
－ 多主体間連携と活性化の視点から － 
  （論文審査の結果の要旨） ※1,000字内外 
現在の地方部では少子高齢化や人口減少が進む中で、地方分権政策・市町村合併が実施され
たものの、行政（本庁）と住民の距離は拡大し、支所（旧町）が有する権限と予算は縮小してしまっ
た。本論文では、宮城県大崎市岩出山地区（旧岩出山町）をフィールドとして、「地域住民、自治
会、住民自治組織、新しい参加形態」の視点から、失われたコミュニティ機能を補完し、担い手不
足に対応可能な地域運営体制のあり方が検討されている。その前提として序章では、①地域計画
学研究：参加のまちづくり論、②都市・地域社会学研究：コミュニティ論、③地域政策学研究：地域
共同管理・ガバナンス論、④経済・経営学研究：内発的発展論・地域経営論 に関わる先行研究を
広くレビューし、特に、経営学領域における「知識創造理論と実践コミュニティ、非公式（インフォー
マル）なコミュニティや交流の効果、創発的活動を生み出す場」の論点を加えて、検証すべきリサ
ーチ・クエスチョンを導出している点に特徴がある。 
第Ⅱ部ではまず、全住民に対するアンケート調査（第２章）や政策文書の精査から、旧岩出山町
以来の行政体制・コミュニティ政策の変遷（第１章）と現在の地域課題・住民意識を分析し、事例研
究のための前提条件が整理された。次に事例研究では、第３章：岩出山地区では親交会と呼ばれ
る互助的自治会（歴史と課題、リーダーシップ、連携関係）、第４章：行政主導で置かれた地縁型/
分野型住民自治組織（組織間関係･メンバーシップ、地域づくり委員会の成立と地域支援コーディ
ネータの導入）、第５章：新しい参加形態（自由参加型臥牛プロジェクトの展開、場の学習機能、メ
ンバー共同・連携によるプロジェクト編成、シェアード・リーダーシップ）の実態分析が展開された。 
一般的な結論を得るには研究対象が限定的事例（地域特性や団体構成員等）に留まること、組
織の継続性（存続と終焉）に関してはより長期の観察が必要であること、行政によるフォーマルな
動きとの対応が曖昧であることなど、残された課題はあるものの、著者自らのアクションリサーチ
（臥牛プロジェクトの立ち上げ）の成果と５年を超える地域への波及･拡大プロセス（創発活動の発
生）が詳細に記述され、これからの「地域運営体制の検討」に向けた貴重な事例報告と活動分析と
して、多くの発見や新たな知見が提供されている。以上のことから、博士（経済学）の学位を授与す
るに相応しい内容であると判断する。 
□ 剽窃検出ツールを使用して盗用・不正防止のための検査をおこなった。 
（確認をおこなった場合は、□の中に✔を入れて下さい。） 
